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　学校教育ビジョン
　　　【教　育　目　標】
　　　【目指す児童像】
　　　【目指す学校像】

評価の項目 今年度の重点目標 具体的取組 主担当 現状及び取組状況 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 備考 判定結果
（中間）

判定結果
（最終）

今後の改善策

児童一人一人の基礎・基
本の力の向上を目指す。

知識・技能をねらいとする国語科、算数科の授業にお
いても、子どもに委ねる授業を行い、ぐんぐんタイム
や家庭学習などで、AIドリルなど個々の課題に合わせ
たドリル学習に取り組む。 教務主任

漢字の読み書きや基礎的な計算力には個人差が大きく、
思考・判断・表現をねらいとする授業でも、基礎基本の力
が不十分なためにねらいを達成できないことも多い。

【成果指標】
学年相当の基礎学力が
身についているか。

国語・算数の単元末テストの知識・技能の平均点が、
Ａ　８５点以上である
Ｂ　７５点以上である
Ｃ　６５点以上である
Ｄ　６５点未満である

〈学期ごとの評価テストの平
均点〉Ｃ、Ｄの場合は、共通
実践事項を見直し、検討す
る。

子どもが主役の個別最適・
協働的な学びを取り入れ，
「根拠を明確にして考えを
表現する力」を育成する授
業改善を行う。

単元構想シートを活用し，つけたい力をより明確にし
学びを展開していく。また、学びを自分の言葉で表現
するための手立てを工夫し，児童の実態に応じて単
元構想の中に個別最適・協働的な学びを位置付け
る。

研究主任

自分の考えを表現することに抵抗は減ってきたが，根拠
が不明瞭・長々とした表現・分かりにくい表現になる児童も
多い。また、テストや検証問題の類題では，活用力が不十
分である。自己の学びを振り返って調整し、主体的に学び
に取り組む姿を伸ばす必要がある。

【成果指標】
単元構想の中に子ども
に委ねる時間の設定，お
よび表現力の育成の場
を取り入れたか。

算数科を中心に，子どもに委ねる時間の設定・表現力の
育成の場の設定を２割以上取り入れた教員の割合が、
Ａ　８５％以上である
Ｂ　７５％以上である
Ｃ　６５％以上である
Ｄ　６５％未満である

〈教職員アンケート7月、12
月〉Ｃ、Ｄの場合、取組の内
容を再検討する。

②生徒指導
※いじめの未然防止

生徒指導の４つの視点を
重視し、個や学級のよさを
認め合う集団づくりを行
い、自己肯定感を高める。

いじめの未然防止に向け、温かい人間関係の構築に
重点を置いた学級経営に努める。学習ルールを徹底
させるとともに、グループエンカウンターや児童主体
の活動を取り入れ、互いのよさを認め合い、助け合う
児童の意識向上を図る。

生徒指導
主事

生徒指導の4つの視点を活かした授業づくりや構成的グ
ループエンカウンターの活用等に取り組んできたことで、
全体的に落ち着いた学校生活を送ることができるように
なった。しかし、友達が嫌がることをしたり言ったりする児
童も一部見られる。

【成果指標】
児童の自己肯定感が高
まったか。

「自分にはよいところがある」と答えた児童の割合が
Ａ　８５％以上である
Ｂ　７５％以上である
Ｃ　６５％以上である
Ｄ　６５％未満である

〈児童アンケート7月、12月〉
Ｃ、Ｄの場合、取組の内容を
再検討する。

③キャリア教育・進路指導前向きに目標に向かい、友
達と協力する児童の主体
的な活動を重視する。

クラス会議や児童会活動、学校行事を通して、目標設
定や成長をふりかえる場、認め合う場を設定する。ま
た、キャリアパスポートで自己評価していく取組を計
画的に推進する。

キャリア教
育

キャリアパスポートの活用等を通して、目標を設定し、そ
の達成に向けて粘り強く努力する児童が増えてきている。
しかし、目標は立てることができるが、意識を継続して取り
組むことが難しい児童もいる。

【成果指標】
学校生活で自分自身を
ふり返り、成長を実感で
きたか。

「目標を立てて努力できた」と答えた児童の割合が、
Ａ　８５％以上である
Ｂ　７５％以上である
Ｃ　６５％以上である
Ｄ　６５％未満である

〈児童アンケート7月、12月〉
C、Dの場合は、取り組みを
再検討する。

④保健管理 基本的な生活習慣を確立
するための指導の充実。特
に睡眠に関する指導を重
点的に行う。

自分の生活習慣の振り返りと睡眠の重要性を再認識
するために、ほけんだよりでの啓発、児童委員会の発
表、学校保健委員会との関連した取り組みなどで年
間を通して継続した取組を続ける。

保健主事

前年度の児童アンケートでは、単発的な取り組みが多
かったため、常時生活習慣の乱れが見られる児童への指
導が難しかった。家庭と連携し、継続的に睡眠に関する指
導を進めていくことが必要である。

【成果指標】
自分の生活を見直し、よ
りよくしようとする姿が見
られる。

「１～３年生は９時間以上、４～６年生は８時間以上寝てい
る」と答えた児童の割合が、
Ａ　８５％以上
Ｂ　７５％以上
Ｃ　６５％以上
Ｄ　５５％未満

〈児童アンケート7月、12月〉
C、Dの場合は、取り組みを
再検討する。

⑤安全管理 児童の危機回避力の向上
を図る。

実際を想定した避難訓練や児童への適切な安全指
導を実施し、児童の危機回避能力や対応力を高め
る。

安全点検
担当
教頭

児童の中には、安全やけがの防止に対する意識が低い
ため、けがやトラブルにつながる場合があった。児童が危
険を予測し、回避力や対応力を高める必要がある。

【成果指標】
児童の危機回避能力を
向上させることができた
か。

児童が「安全に気を付けて行動できた」と回答した割合が
Ａ　８５％以上である
Ｂ　７５％以上である
Ｃ　６５％以上である
Ｄ　６５％未満である

〈児童・教職員アンケート7
月、12月〉Ｃ・Ｄの場合、改善
策を検討する。

⑥特別支援教育 児童の実態を共通理解し、
児童のニーズに応じた適
切な指導や支援を行う体
制を整える。

特別な教育的支援が必要な児童や困り感のある児童
の実態を共通理解する。コーディネーターや生徒指導
担当が中心となり、校内支援員や、外部の特別支援
アドバイザーと連携を図り、個々の特性にあった支援
を組織的に行う。

特別支援
コーディ
ネーター

全校児童の困り感を定期的に共通理解し、全教職員で連
携しながら支援を行っている。各学級に支援を必要とする
児童が在籍するため、効果的な支援をどのように行って
いくのかを考えた組織体制を整える必要がある。

【努力指標】
児童の困り感を把握し、
組織的な支援を体制を
工夫したか。

児童の実態を共通理解し、組織的な支援体制が工夫でき
たと答えた職員の割合が、
Ａ　９０％以上である。
Ｂ　８０％以上である。
Ｃ　７０％以上である。
Ｄ　７０％未満である。

〈教職員アンケート7月、12
月〉Ｃ、Ｄの場合、取組の内
容を再検討する。

⑦組織運営・業務改善 校務分掌における各職員
の役割を明確にし、組織的
かつ主体的に活気ある学
校運営をめざす。

主任を中心に各部が連携を密にし、役割と分担を見
える化し、効率的・組織的に全職員が見通しをもっ
て、学校運営に参画できるようにする。

教頭

外部人材や専門スタッフと協力し、業務の効率化を図って
いる。時期的に分掌量が多い場合には、一人一人が自分
の経験や得意分野を生かし、お互いにサポートしながら校
務の効率化を図る必要がある。

【成果指標】
役割の明確化と効率化
を図り、組織的な学校運
営を進められたか。

自身の役割が明確で、見通しをもって業務を行い、達成感
があると答えた職員の割合が
Ａ　８５％以上である
Ｂ　７５％以上である
Ｃ　６５％以上である
Ｄ　６５％未満である

〈教職員アンケート7月、12
月〉
Ｃ、Ｄの場合、運営委員会で
取り組み体制を再検討する。

⑧研修 OJTや若プロを中心に幅
広い内容の研修を充実さ
せ、各教員が日々の実践
で生かせるようにする。

各教科の指導法や教員のニーズに合わせた内容に
関する研修を年間を通して推進し，片小LOVE研，算
数科を中心とした授業実践，若手早期育成プログラ
ムやOJT・授業交流等の場を計画的に設定する。 若プロ担当

研修の担当者も，参加者も，意欲的に準備・参加してい
る。職員のニーズをタイムリーに吸い上げ，実践につなげ
られるように，日々の成果や課題について自覚化し，悩み
を話しやすい職員集団づくりを意識していく必要がある。

【努力指標】
研修会・授業交流等で学
んだことを生かし、実践
につなげることができた
か。

「研修会・授業交流等で学んだことを生かし，実践につな
げることができた。」　と答えた職員の割合が
Ａ　８５％以上である
Ｂ　７５％以上である
Ｃ　６５％以上である
Ｄ　６５％未満である

教職員アンケート7月、12月〉
Ｃ、Ｄの場合，研修会・授業
交流の持ち方や内容，職員
集団づくりを検討する。

⑨保護者、地域との連携保護者や地域に学校の正
確な情報やニーズに応じた
情報を積極的に発信する。

学校の教育活動を「学校、学年、学級便り」等を通し、
幅広く知らせる。特に、学校HPやコドモンの積極的な
活用を図る。

教　頭

学年、学級学校便りやホームページを活用し、積極的に
情報を発信しているが、保護者への伝わり方は十分とは
いえない。学校行事の際には常にホームページの更新を
行っているので、コドモンなどを通じて保護者へ発信して
いく。

【満足度指標】
保護者に学校の必要な
情報や教育活動の様子
がよく伝わっているか。

学校の情報発信について満足している保護者の割合が
Ａ　８５％以上である
Ｂ　７５％以上である
Ｃ　６５％以上である
Ｄ　６５％未満である

〈保護者アンケート7月、12
月〉Ｃ、Ｄの場合、改善策を
検討する。

⑩教育環境整備 児童が学習に取り組むた
めに、教室や特別教室等
の教育環境を整える。

授業の教材教具や児童の学習道具などの整理整頓
に努め、学習に集中しやすい環境を整える。

教　頭

教室スペースや棚が限られている中で、児童の学習道具
がコンパクトに収納され、学習の際に出し入れがしやすい
工夫をしなければならない。また、特別教室などの共有ス
ペースにおいては、教科に関係する道具が安全に整頓し
て片づけられているかを定期的に確認する必要がある。

【努力指標】
教室や特別教室、職員
室の整理整頓を心掛け
ることができたか。

教室や特別教室、職員室などの整理整頓に取り組んだ職
員の割合が、
Ａ　８５％以上である
Ｂ　７５％以上である
Ｃ　６５％以上である
Ｄ　６５％未満である

〈教職員アンケート7月、12
月〉Ｃ・Ｄの場合、職員作業を
行う。

学校関係者評価

加賀市立片山津小学校　　　校長　　　大下　美穂　　　　　印学　校　評　価　【　計　画　書　・　報　告　書　】

①教育課程・学習指導

　「自ら学び、心豊かで、たくましく生きる子の育成」
　「かんがえる子　たすけあう子　しんけんにやる子　よく聞く子　うんどうする子」
　片山津小学校（児童・保護者・教職員・地域）の「今」も「未来」も　しあわせにする

〇学校運営の方針　　みんながつながり合い、「片小大好き！」と思える学校　　～よさや成長を認め合える学校に～
　①安心・安全な学校づくり・学級づくり　　　②確かな学力の定着　　　③豊かな心の育成　　　④健やかな体の育成　　　⑤特色ある教育活動


